
あおり止め機能付ドアストッパー

ロッキンカイトPAT 取付/取扱説明書
金具取付時のご注意

①トラスネジ
φ3.5×16㎜

扉側本体を取付治具の上にセットし、扉の任意の
位置に軽く押当てます。長穴（×２）を①で仮固定
し、取付位置を調整します。調整後、丸穴と長穴を
①でしっかり固定してください。

床側ベースを取付ける位置
まで扉を開き、取付治具前

面のＶ溝（矢印位置×２）に沿っ
てペン等で罫書きます。※罫書
き終えたら、取付治具を手前に
引抜いて取外してください。

上側にある切替スイッチを押す度にフ
リーモード（解除）とロックモード

（固定）が切り替わります。
※スイッチの操作は、扉を手で軽く固定しながら行っ
　てください。

扉側カバー

扉側本体

床側カバー

床側ベース

サラネジ×3本
φ3.0×16㎜

取付治具
床～扉本体 チリ10㎜設定

【梱包部品】

スペーサー×２枚
φ58.5×Ｈ1.8㎜
クッションフロア等に取付け
る際に、ご使用ください。
クッションフロアを60㎜以
上の円形に切り取り、スペー
サーをセットします。

トラスネジ×4本
φ3.5×16㎜ 

【操作方法】

フリーモード
スイッチを下げる

扉を開閉可能にします

ロックモード
スイッチを上げる

扉が閉じないようにします

●装置をロックしたまま扉を無理に閉めないでくださ
い。扉・壁・床、またはロッキンカイト本体に破損を生
じる原因となります。
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扉側金具と床側金具の
センターがずれている

床側金具が扉に対して
垂直になっていない床

取付位置が適正範
囲から外れている

扉側金具が傾いている

床金具の固定ネジが金具面から突出
していたり、傾いていると、床カバー
をかぶせることができません

※製品は、必ず戸先から100mm以内に取り付けて下さい。吊元側への取り付けは、絶対に厳禁です。ロッキンカイトや、周囲部材の破損に
　つながります。　

【使用上のご注意】
●設定範囲（チリ7～13㎜）外では、キャッチ機能・ロック機能が正常に働きません。
●ロックモードのまま、扉を無理に閉めないでください。
●製品の性格上、扉金具が扉の面から突出しております。開閉時やご通行時には十分ご注意ください。
●上記要因や、お客様の誤操作・施工不良によって生じた損害に対し弊社は一切の責任を負わないものと致します。
株式会社中尾製作所

※何らかの理由で、取付治具をご使用になれない場合は、最
初に床側ベースの長穴（×１）を仮固定し位置調整をしてくだ
さい。調整後、３ヶ所の穴をしっかり固定してください。

②サラネジ
φ3.0×16㎜

　で罫書いた印と、床側ベースの丸穴の位置を合わせ、丸
穴（×２）→長穴（×１）の順に、②でしっかり固定してくだ

さい。最後に床側カバーと扉側カバーを被せて取付完了です。

【クッションフロア、カーペット上取付禁止】床金具をクッションフロアやカーペット（ソフトカーペットを含む）の上に
　直接取付けないでください。取付面が不安定なため、正常に作動せず、故障や事故の原因となります。
【取付位置】戸先から100㎜以内。床～扉側本体チリ寸法＝７～13㎜範囲（推奨：取付治具による取付, チリ＝１０㎜）。
【手動ドライバー推奨】電動ドライバーをご使用の場合ネジを締めきらず、最後に手動ドライバーで締めつけてください。


